
― 藩
は ん

主
し ゅ

は、どのような生
せ い

活
か つ

をしていたのでしょう  ―

　　　名
な

古
ご

屋
や

城
じ ょ う

　子
こ

ども博
は か

士
せ

になろう
学
がく

習
しゅう

シート「藩
はん

主
しゅ

の生
せい

活
かつ

」編
へん

本
ほん

丸
まる

御
ご

殿
てん

二
に

之
の

丸
まる

御
ご

殿
てん

　名
な

古
ご

屋
や

城
じょう

内
ない

には、天
てん

守
しゅ

や御
ご

殿
てん

などた

くさんの建
たて

物
もの

がありました。では、藩
はん

主
しゅ

は

毎
まい

日
にち

の生
せい

活
かつ

をどこでしていたのでしょう。

　1615年
ねん

（慶
けい

長
ちょう

20）、藩
はん

主
しゅ

の住
じゅう

居
きょ

で

あり、藩
はん

の政
せい

治
じ

を行
おこな

う場
ば

所
しょ

（政
せい

庁
ちょう

）として

本
ほん

丸
まる

御
ご

殿
てん

が完
かん

成
せい

しました。初
しょ

代
だい

藩
はん

主
しゅ

徳
とく

川
がわ

義
よし

直
なお

は、この本
ほん

丸
まる

御
ご

殿
てん

で、生
せい

活
かつ

して

いました。1617年
ねん

（元
げ ん な

和３）に二
に

之
の

丸
まる

御
ご

殿
てん

が建
た

てられると、1620年
ねん

（元
げ ん な

和６）

藩
はん

主
しゅ

は、名
な

古
ご

屋
や

城
じょう

内
ない

の
どこでくらしていたのでしょう

に義
よし

直
なお

は二
に

之
の

丸
まる

御
ご

殿
てん

に移
うつ

り住
す

みました。

そして、本
ほん

丸
まる

御
ご

殿
てん

は、将
しょう

軍
ぐん

専
せん

用
よう

の宿
しゅく

舎
しゃ

になりました。

　本
ほん

丸
まる

御
ご

殿
てん

が藩
はん

主
しゅ

の住
じゅう

居
きょ

として使
つか

われ

ていたのは５年
ねん

ほどで、その後
あと

は、二
に

之
の

丸
まる

御
ご

殿
てん

が、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

を通
とお

して、藩
はん

主
しゅ

の

住
じゅう

居
きょ

と政
せい

庁
ちょう

となり、「御
お

城
しろ

」と人
ひと

々
びと

から

呼
よ

ばれていました。

　明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

に入
はい

り、間
ま

もなく、二
に

之
の

丸
まる

御
ご

殿
てん

は解
かい

体
たい

されました。その場
ば

所
しょ

には、

1873年
ねん

（明
めい

治
じ

６）に名
な

古
ご

屋
や

鎮
ちん

台
だい

という

陸
りく

軍
ぐん

の施
し

設
せつ

が置
お

かれました。

名
な

古
ご

屋
や

城
じょう

案
あん

内
ない

マップ



　藩
はん

主
しゅ

は、どのような一
いち

日
にち

を過
す

ごしてい

たのでしょうか。１２代
だい

徳
とく

川
がわ

斉
なり

荘
たか

の側
そば

に

仕
つか

えた家
か

臣
しん

が残
のこ

した日
に っ き

記をもとに見
み

てみ

ましょう。

　城
じょう

内
ない

での私
し

的
てき

な生
せい

活
かつ

は、二
に

之
の

丸
まる

御
ご

殿
てん

の中
なか

の「奥
おく

」と呼
よ

ばれた場
ば

所
しょ

の建
たて

物
もの

で行
おこな

われました。一
いっ

方
ぽう

、藩
はん

主
しゅ

としての仕
し

事
ごと

は「表
おもて

」と呼
よ

ばれた場
ば

所
しょ

で行
おこな

われまし

た。つまり、毎
まい

日
にち

、「 奥
おく

」から「 表
おもて

」へ

移
うつ

って仕
し

事
ごと

を行
おこな

い、仕
し

事
ごと

が終
お

わると

「奥
おく

」へ帰
かえ

るという生
せい

活
かつ

でした。

　それでは、朝
あさ

起
お

きてから夜
よる

寝
ね

るまでの

一
いち

日
にち

のおおまかな日
にっ

課
か

を見
み

てみましょう。

【朝
あさ

起
お

きてから】
　朝

あさ

、午
ご

前
ぜん

７時
じ

に「御
ぎょ

寝
しん

之
の

間
ま

」で起
き

床
しょう

藩
はん

主
しゅ

は、どのようなくらしを
していたのでしょう

します。その後
あと

、うがい洗
せん

顔
がん

をすますと、

御
お

髪
ぐし

番
ばん

と呼
よ

ばれる人
ひと

が髪
かみ

を結
ゆ

い、朝
ちょう

食
しょく

をとります。

【先
せん

祖
ぞ

の位
い

牌
はい

を拝
おが

む】
　朝

ちょう

食
しょく

後
ご

、御
お

錠
じょう

口
ぐち

が開
ひら

かれ「表
おもて

」に出
で

ると、着
き

替
が

えを済
す

ませて、「御
ご

祠
し

堂
どう

」へ

行
い

き、先
せん

祖
ぞ

の位
い

牌
はい

に向
む

かって焼
しょう

香
こう

し、

おまいりをしました。これは、一
いち

日
にち

の最
さい

初
しょ

の行
ぎょう

事
じ

で毎
まい

日
にち

欠
か

かさず行
おこな

われました。

【朝
あさ

の挨
あい

拶
さつ

を行
おこな

う】
　次

つぎ

に、「例
れい

朝
ちょう

御
お

目
め

見
みえ

」といって、側
そっ

近
きん

の家
か

臣
しん

たちと朝
あさ

の挨
あい

拶
さつ

を行
おこな

いました。

時
とき

には、「年
とし

寄
より

（家
か

老
ろう

）」衆
しゅう

が加
くわ

わり、こ

の時
とき

は、藩
はん

主
しゅ

から重
じゅう

要
よう

なことが伝
つた

えられ

ることもありました。

　藩
はん

主
しゅ

が普
ふ

段
だん

会
あ

うのは、「年
とし

寄
より

」や「用
よう

人
にん

」

といった重
じゅう

役
やく

クラスの家
か

臣
しん

のみで、一
いっ

般
ぱん

の家
か

臣
しん

と会
あ

うことはほとんどありませ

んでした。

祝
いわい

膳
ぜん

復
ふく

元
げん

（名
な

古
ご

屋
や

城
じょう

総
そう

合
ごう

事
じ

務
む

所
しょ

 蔵
ぞう

）

※文
ぶん

章
しょう

の内
ない

容
よう

とは異
こと

なります。

藩
はん

主
しゅ

の食
しょく

事
じ

を見
み

てみましょう。
記
き

録
ろく

にある正
しょう

月
がつ

元
がん

旦
たん

の献
こん

立
だて

には、次
つぎ

のような品
しな

が書
か

かれていました。
御
ご

本
ほん

膳
ぜん

として、膾
なます

、焼
やき

鳥
とり

雉
き

子
じ

、御
お

汁
つけ

、田
た

作
つく

り五
ご

段
だん

盛
もり

、開
ひら

キ、蒲
かま

鉾
ぼこ

、御
み

食
け

二
に

の膳
ぜん

として、塩
しお

引
びき

鮭
ざけ

、貝
かい

盛
もり

塩
しお

鮑
あわび

、味
み

噌
そ

御
お

汁
つけ

、酒
さけ

浸
びたし

塩
しお

鯛
だい

三
さん

の膳
ぜん

として、鯉
こい

の刺
さし

身
み

、すまし御
お

汁
つけ

、海
え

老
び

船
ふな

盛
もり

御
お

引
ひき

次
つぎ

として、素
そう

麵
めん

、盛
もり

付
つけ

雑
ぞう

煮
に

　　　　
豪
ごう

華
か

な食
しょく

事
じ

で新
しん

年
ねん

を祝
いわ

ったのですね。
ほかにも、正

しょう

月
がつ

七
なの

日
か

には、「七
しち

種
しゅ

御
お

雑
ぞう

煮
に

」、
三
さん

月
がつ

三
みっ

日
か

には、「菱
ひし

形
がた

草
くさ

御
お

餅
もち

」、五
ご

月
がつ

五
いつ

日
か

には、
「粽

ちまき

五
ご

本
ほん

」など、季
き

節
せつ

の行
ぎょう

事
じ

に合
あ

わせた
献
こん

立
だて

を楽
たの

しんでいたようです。
『尾

お

張
わり

の殿
との

様
さま

物
もの

語
がたり

』（徳
とく

川
がわ

美
び

術
じゅつ

館
かん

 発
はっ

行
こう

）より



【藩
はん

主
しゅ

の仕
し

事
ごと

】
　朝

あさ

の行
ぎょう

事
じ

を済
す

ませた後
あと

、藩
はん

主
しゅ

には、

様
さま

々
ざま

な仕
し

事
ごと

がありました。その一
ひと

つが

家
か

臣
しん

たちとの謁
えっ

見
けん

（御
お

目
め

見
みえ

）です。

　月
つき

の内
うち

の一
ついたち

日、十
じゅう

五
ご

日
にち

、二
に

十
じゅう

八
はち

日
にち

の

三
みっ

日
か

間
かん

だけは、一
いっ

般
ぱん

の家
か

臣
しん

も藩
はん

主
しゅ

に会
あ

うことができる「月
つき

次
なみ

御
おん

礼
れい

」という儀
ぎ

式
しき

がありました。江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

は格
かく

式
しき

（身
み

分
ぶん

）

が重
おも

んじられていましたので、格
かく

式
しき

に応
おう

じた形
かたち

で行
おこな

われていました。

　御
お

目
め

見
みえ

は、まず「中
なか

御
ご

座
ざ

之
の

間
ま

」で御
お

年
とし

寄
より

衆
しゅう

と行
おこな

います。その後
あと

、「焼
たき

火
び

之
の

間
ま

」で御
お

年
とし

寄
より

列
れつ

の人
ひと

々
びと

や初
はつ

出
しゅっ

仕
し

の家
か

臣
しん

と行
おこな

い、その他
ほか

の家
か

臣
しん

とは、「夜
よ

詰
づめ

之
の

間
ま

（夜
よ

居
い

之
の

間
ま

）」で行
おこな

いました。

　格
かく

式
しき

の低
ひく

い家
か

臣
しん

は、藩
はん

主
しゅ

が移
い

動
どう

す

るときの通
とお

りがかりに御
お

目
め

見
みえ

を行
おこな

ってい

たそうです。

　正
しょう

月
がつ

以
い

外
がい

の毎
まい

月
つき

十
じゅう

二
に

日
にち

には、「月
つき

次
なみ

講
こう

釈
しゃく

」といって、「夜
よ

詰
づめ

之
の

間
ま

」で儒
じゅ

者
しゃ

（儒
じゅ

学
がく

の学
がく

者
しゃ

）から「論
ろん

語
ご

」などの講
こう

義
ぎ

を受
う

けました。

　別
べつ

の日
ひ

には、「桜
さくら

之
の

間
ま

」で能
のう

役
やく

者
しゃ

か

ら舞
まい

の稽
けい

古
こ

を受
う

ける「御
お

仕
し

舞
まい

御
お

稽
けい

古
こ

」

という日
にっ

課
か

もありました。

　また、矢
や

場
ば

や馬
ば

場
ば

御
ご

殿
てん

で家
か

臣
しん

たちの

剣
けん

術
じゅつ

• 槍
そう

術
じゅつ

•弓
きゅう

術
じゅつ

• 馬
ば

術
じゅつ

などの視
し

察
さつ

を

行
おこな

うこともありました。

　その他
ほか

にも、領
りょう

内
ない

の事
じ

情
じょう

を把
は

握
あく

する

ために、木
き

曽
そ

山
やま

々
やま

の御
お

囲
かこい

材
ざい

の説
せつ

明
めい

を受
う

けたり、城
じょう

内
ない

の武
ぶ

具
ぐ

の管
かん

理
り

を視
し

察
さつ

したり

しました。天
てん

守
しゅ

• 小
しょう

天
てん

守
しゅ

• 御
お

具
ぐ

足
そく

多
た

門
もん

•

御
お

槍
やり

多
た

門
もん

• 御
お

旗
はた

多
た

門
もん

• 東
ひがし

弓
ゆみ

矢
や

多
た

門
もん

• 西
にし

弓
ゆみ

矢
や

多
た

門
もん

• 大
おお

筒
づつ

多
た

門
もん

など3時
じ

間
かん

ほどか

けて城
じょう

内
ない

を視
し

察
さつ

したという記
き

録
ろく

も残
のこ

って

います。

「名
な

古
ご

屋
や

城
じょう

二
に

之
の

丸
まる

御
ご

殿
てん

」復
ふく

元
げん

 
1840年

ねん

（天
てん

保
ぽう

11）
復
ふく

元
げん

：三
み

浦
うら

正
まさ

幸
ゆき

／
作
さく

画
が

：藤
ふじ

田
た

正
まさ

純
ずみ

中中
なかなか

御御
ごご

座座
ざざ

之之
のの

間間
まま

御御
ごご

祠祠
しし

堂堂
どうどう

桜桜
さくらさくら

之之
のの

間間
まま

式式
しきしき

台台
だいだい

玄玄
げんげん

関関
かんかん

書書
しょしょ

院院
いんいん

広広
ひろひろ

間間
まま

表表
おもておもて

舞舞
ぶぶ

台台
たいたい

（（能能
のうのう

舞舞
ぶぶ

台台
たいたい

））

黒黒
くろくろ

門門
もんもん

御御
ぎょぎょ

寝寝
しんしん

之之
のの

間間
まま

御御
おお

錠錠
じょうじょう

口口
ぐちぐち

焼焼
たきたき

火火
びび

之之
のの

間間
まま

夜夜
よよ

詰詰
づめづめ

之之
のの

間間
まま

（（夜夜
よよ

居居
いい

之之
のの

間間
まま

））



名
な

古
ご

屋
や

城
じょう

総
そう

合
ごう

事
じ

務
む

所
しょ

二
に

之
の

丸
まる

御
ご

殿
てん

と天
てん

守
しゅ

（徳
とく

川
がわ

慶
よし

勝
かつ

 撮
さつ

影
えい

／徳
とく

川
がわ

林
りん

政
せい

史
し

研
けん

究
きゅう

所
じょ

 蔵
ぞう

）

名
な

古
ご

屋
や

若
わか

宮
みや

祭
さい

礼
れい

山
だ

車
し

行
ぎょう

列
れつ

（徳
とく

川
がわ

慶
よし

勝
かつ

 撮
さつ

影
えい

／徳
とく

川
がわ

林
りん

政
せい

史
し

研
けん

究
きゅう

所
じょ

 蔵
ぞう

）

１０代
だい

斉
なり

朝
とも

、１４代
だい

慶
よし

勝
かつ

の
ある日

ひ

の活
かつ

動
どう

（生
せい

活
かつ

の一
いち

場
ば

面
めん

）

【寺
じ

院
いん

などへの参
さん

詣
けい

など】
　先

せん

祖
ぞ

の命
めい

日
にち

にあたる日
ひ

には、菩
ぼ

提
だい

寺
じ

の建
けん

中
ちゅう

寺
じ

へ出
で

かけ、法
ほう

要
よう

を行
おこな

いました。

また、初
しょ

代
だい

義
よし

直
なお

の廟
びょう

所
しょ

（祀
まつ

る場
ば

所
しょ

）があ

る定
じょう

光
こう

寺
じ

にも出
で

かけています。その他
ほか

にも、犬
いぬ

山
やま

城
じょう

や岐
ぎ

阜
ふ

、瀬
せ

戸
と

、知
ち

多
た

など

領
りょう

国
こく

内
ない

の様
さま

々
ざま

なところに出
で

向
む

き、円
えん

滑
かつ

な領
りょう

国
こく

の統
とう

治
ち

を進
すす

めていました。

　特
とく

に用
よう

事
じ

のない日
ひ

は手
て

紙
がみ

を読
よ

んだり、

下
した

御
お

深
ふ

井
け

御
お

庭
にわ

に出
で

かけたりもしました。

また、「御
ご

入
にゅう

湯
とう

」したとの記
き

録
ろく

もあります。

一
いち

日
にち

の仕
し

事
ごと

が終
お

わると、「奥
おく

」に戻
もど

りま

した。その日
ひ

の行
ぎょう

事
じ

によって戻
もど

る時
じ

間
かん

は一
いっ

定
てい

ではなかったようです。

　このように見
み

ていくと、藩
はん

主
しゅ

として家
か

臣
しん

や領
りょう

国
こく

に目
め

を配
くば

ったり、教
きょう

養
よう

を深
ふか

めた

り、忙
いそが

しい日
ひび

を々過
す

ごしていたようです。

　次
つぎ

にユニークな趣
きょう

味
み

をもち、それを生
い

かした活
かつ

動
どう

や生
せい

活
かつ

をしていた二
ふた

人
り

の藩
はん

主
しゅ

の姿
すがた

を残
のこ

された記
き

録
ろく

からのぞいてみ

ましょう。

【10代
だい

徳
とく

川
がわ

斉
なり

朝
とも

】
　文

ぶん

政
せい

年
ねん

間
かん

（1818～1830年
ねん

）に10

代
だい

斉
なり

朝
とも

により、二
に

之
の

丸
まる

庭
てい

園
えん

は現
げん

在
ざい

の

東
ひがし

庭
てい

園
えん

まで区
く

域
いき

が広
ひろ

げられ、下
した

御
お

深
ふ

井
け

御
お

庭
にわ

にも、多
おお

くの茶
ちゃ

屋
や

や蓮
はす

池
いけ

の島
しま

々
じま

が

つくられました。また、北
きた

側
がわ

には水
すい

田
でん

が広
ひろ

がり、茶
ちゃ

畑
ばたけ

や薬
やく

園
えん

もありました。今
いま

の名
めい

城
じょう

公
こう

園
えん

を超
こ

える大
おお

きな庭
てい

園
えん

でした。そこ

で舟
ふね

に乗
の

り夕
ゆう

涼
すず

みをしたり、庭
てい

内
ない

に集
あつ

め

られ、田
た

畑
はた

の耕
こう

作
さく

をしていた高
こう

齢
れい

者
しゃ

に褒
ほう

賞
しょう

を与
あた

えた、という記
き

録
ろく

も残
のこ

っています。

【14代
だい

徳
とく

川
がわ

慶
よし

勝
かつ

】
　14代

だい

慶
よし

勝
かつ

は、西
せい

洋
よう

伝
でん

来
らい

の写
しゃ

真
しん

に興
きょう

味
み

を抱
いだ

き、自
みずか

ら名
な

古
ご

屋
や

城
じょう

内
ない

の撮
さつ

影
えい

を行
おこな

いました。名
な

古
ご

屋
や

城
じょう

内
ない

と分
わ

かる写
しゃ

真
しん

だ

けでも200枚
まい

を数
かぞ

えます。幕
ばく

末
まつ

時
じ

の天
てん

守
しゅ

と今
いま

はない二
に

之
の

丸
まる

御
ご

殿
てん

や城
じょう

内
ない

（三
さん

之
の

丸
まる

）に祭
さい

礼
れい

の山
だ

車
し

が来
き

たときの様
よう

子
す

などを撮
さつ

影
えい

した写
しゃ

真
しん

から、幕
ばく

末
まつ

の名
な

古
ご

屋
や

城
じょう

の様
よう

子
す

を知
し

ることができます。


